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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ りの し ろ 市 議 会 だ よ り

各
委
員
会
・
分
科
会
で
の
主
な
審
査
概
要

各
委
員
会
・
分
科
会
で
の
主
な
審
査
概
要

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
を
認
定

　
９
月
10
日
に
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

総
務
企
画
分
科
会
、
文
教
民
生
分
科
会
、
産

業
建
設
分
科
会
の
３
分
科
会
を
設
置
し
、
一

般
会
計
と
８
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

３
６
９
億
９
５
９
万
８
４
４
４
円
、
歳
出
３

５
６
億
５
７
９
５
万
８
０
５
３
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
は
12
億
５
１
６
４
万
３
９
１
円
。

全
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
１
４
１
億

６
１
３
７
万
５
１
７
３
円
、
歳
出
１
３
６
億

７
２
５
８
万
４
２
８
７
円
で
、
各
特
別
会
計

と
も
黒
字
決
算
ま
た
は
収
支
同
額
で
し
た
。

審
査
の
結
果
、
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
に
対
す
る
答
弁
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
単
年
度
収
支
が

黒
字
と
な
っ
た
要
因
】

　
令
和
４
年
度
、
５
年
度
に
お
け
る
能
代
工

業
団
地
拡
張
事
業
の
用
地
購
入
費
及
び
造
成

工
事
に
対
す
る
県
か
ら
の
補
助
金
や
用
地
売

払
収
入
が
６
年
度
の
歳
入
と
な
っ
て
お
り
、

同
事
業
に
お
け
る
年
度
間
調
整
が
終
了
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

【
経
常
収
支
比
率
が
５
年
度
決
算
比
で
１
・

４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
要
因
】

　
収
入
に
お
い
て
地
方
交
付
税
等
が
増
と
な

っ
た
も
の
の
、
支
出
に
お
い
て
給
与
改
定
に

よ
る
人
件
費
の
増
が
大
き
く
影
響
し
た
ほ
か
、

物
件
費
及
び
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合

負
担
金
の
増
も
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

【
経
常
収
支
比
率
か
ら
見
る
財
政
運
営
に
対

す
る
考
え
方
】

　
収
入
の
増
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
税
収

等
一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
経
常

的
経
費
の
削
減
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
を
、４
年
度
、

５
年
度
比
で
ど
の
よ
う
な
分
析
を
し
て
い
る

か
】

　
制
度
改
正
の
影
響
と
み
ら
れ
る
４
年
度
比

減
の
５
年
度
と
、
現
行
制
度
改
正
前
の
４
年

度
の
い
ず
れ
の
寄
附
金
額
も
上
回
り
、
過
去

最
高
額
と
な
っ
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

な
ど
の
生
活
必
需
品
や
米
の
価
格
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
当
市
の
返
礼
品
に
対
す
る
需
要

が
高
ま
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

【
能
代
市
危
険
空
家
等
解
体
撤
去
費
補
助
金

の
効
果
】

　
30
件
の
見
込
み
に
対
し
、
29
件
の
実
績
と

な
っ
た
。
危
険
な
空
き
家
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
周
囲
の
家
屋
へ
の
影
響
を
取
り
除
く
な

ど
、
空
き
家
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
も
の
の
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

【
す
ま
い
る
・
め
ん
ｃ
ｈ
ｏ
ｃ
ｏ
定
期
便
事

業
費
は
、
全
て
の
対
象
者
が
適
用
と
な
っ
て

い
る
か
】

　
事
業
対
象
は
、
６
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
１
歳
未
満
の
乳
児
で
、
生
後
３
か
月

か
ら
配
達
が
始
ま
る
た
め
、
実
人
数
は
１
２

７
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
乳
児

に
は
配
達
で
き
て
い
る
。

【
奨
学
金
貸
付
金
の
奨
学
生
募
集
に
対
す
る

応
募
者
数
の
推
移
】

　
応
募
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
保
証

人
要
件
の
削
除
や
返
還
助
成
制
度
の
導
入
が

増
加
理
由
と
考
え
て
い
る
。

【
ふ
る
さ
と
人
材
育
成
・
定
住
促
進
奨
学
金

貸
付
事
業
の
効
果
】

　
６
年
度
に
お
け
る
返
還
対
象
者
数
は
１
７

０
人
で
、
う
ち
能
代
市
山
本
郡
に
居
住
し
、

返
還
を
免
除
さ
れ
た
方
は
、
返
還
対
象
者
全

体
の
約
34
％
に
当
た
る
58
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
割
合
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
代
を
担
う
若
者
の
人
材
確
保
及
び
定

住
の
促
進
を
図
る
と
し
た
事
業
目
的
に
お
い

て
、
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

【
ね
ぎ
農
地
ば
ぐ
り
っ
こ
対
策
補
助
金
の
効

果
】

　
生
産
者
か
ら
は
、
改
植
に
よ
り
病
気
が
蔓

延
す
る
こ
と
な
く
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
の
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
６
年
度
は
、

好
天
や
単
価
上
昇
等
の
影
響
も
加
わ
っ
て
、

販
売
額
が
過
去
最
高
の
22
億
円
超
と
な
っ
て

お
り
、
効
果
は
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

【
創
業
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
効
果
】

　
相
談
窓
口
の
利
用
件
数
は
延
べ
１
０
３
件

で
、
実
績
で
は
創
業
２
件
、
新
規
分
野
の
進

出
１
件
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
効
果
は
あ
っ

た
も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
８
名
の
参
加
が

あ
っ
た
が
、
ま
だ
創
業
に
は
結
び
つ
い
て
い

な
い
。

【
除
排
雪
対
策
費
に
お
け
る
、
排
雪
の
出
動

回
数
】

　
能
代
地
域
は
実
績
が
な
く
、
二
ツ
井
地
域

は
37
回
で
あ
っ
た
。

（
武
田
正
廣
）

決
算
特
別
委
員
会

○
少
子
化
の
抜
本
的
な
解
決
策

○
東
能
代
地
域
の
道
路
整
備
の
考
え
方

そ
の
他
の
質
問
事
項

能
代
市
こ
ど
も
計
画
と
子
育
て
支
援

質
　
乳
幼
児
の
長
時
間
保
育
は
子
供
に
負
担
を
強
い
る
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
の
理
念
か
ら
、
市
独
自
に
長
時
間
保

育
を
解
消
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
３
歳
未
満
児
の
在
宅
育
児

世
帯
の
支
援
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
保
護
者
の
就
労
状
況
等
は
様
々
で
あ
り
、
保
育
の
利
用

時
間
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
、
保
護
者
の
働
き
方
等
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
現
在
の
保
育
時
間
は
適
切
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
共
働
き
世
帯
が
増
え
、
在
宅
育
児
世
帯

は
減
少
し
て
お
り
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等
全
て
の

子
育
て
世
帯
が
利
用
で
き
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

奥
羽
・
羽
越
新
幹
線
整
備
構
想

質
　
フ
ル
規
格
の
整
備
新
幹
線
は
地
方
創
生
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
奥
羽
・
羽
越
新
幹
線
が
基
本
計
画

に
載
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
有
利
で
あ
る
。
東
北
６
県
及
び

日
本
海
側
関
係
県
と
連
携
し
、
運
動
を
進
め
る
考
え
は
。

答
　
今
年
度
の
秋
田
県
奥
羽
・
羽
越
新
幹
線
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
の
事
業
計
画
と
し
て
、
整
備
計
画
路
線
へ
格
上
げ
を

目
指
し
た
運
動
の
加
速
化
等
に
つ
い
て
、
国
等
へ
の
働
き
か

け
を
強
力
に
行
う
こ
と
を
議
決
し
た
。
新
幹
線
開
通
に
よ
る

地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
大

き
い
と
考
え
て
お
り
、
同
盟
会
の
一
員
と
し
て
、
整
備
促
進

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
９
月
定
例
会
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
本
格
的
に
導
入

し
、
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
導
入
に
当
た
り
、
７
月
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
講
習
会
、

８
月
に
は
電
子
化
し
た
資
料
を
閲
覧
す
る
シ
ス
テ
ム
の
操
作

講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
事
務
経
費
の
削
減
や
事
務

の
効
率
化
に
つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

希
望

武
田

正
廣

　
12
月
定
例
会
の
請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限
は
、
開
会
日

（
12
月
２
日
予
定
）
の
午
前
10
時
で
す
。

請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

文
教
民
生
委
員
会
行
政
視
察（

３
日
ま
で
）

広
報
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会
行
政
視
察（

11
日
ま
で
）

産
業
建
設
委
員
会
行
政
視
察（

25
日
ま
で
）

会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会
、

本
会
議
（
９
月
定
例
会
開
会
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）
、
広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
、
本
会
議
（
一
般
質

問
）

本
会
議
（
付
託
）
、
決
算
特
別
委
員
会

（
全
体
会
）

各
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
、
各
予
算
委

員
会
分
科
会
、
各
部
門
別
常
任
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会
、

決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）
、
予
算
委

員
会
（
全
体
会
）

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
協

議
会
、
本
会
議
（
議
決
）

７
月
１
日

８
日

９
日

23
日

８
月
26
日

９
月
２
日

　 

８
日

　
　
９
日

　 

10
日

　 

11
日

　
16
日

　
24
日

26
日

議
会
の
主
な
動
き
７
月
〜
９
月

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
し
た

９月定例会本会議の様子


